
③市・県民税の控除額（税額控除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７，８００円＋５８，７００円＝６６，５００円 

 

給与収入７００万円で夫婦子２人のケースの計算例 

※子２人のうち特定扶養１人、人的控除以外の社会保険料控除等を含む。 

○所得税の限界税率１０.２１％（復興特別所得税分含む） ※ 

○市・県民税の所得割額 ２９３，５００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 寄附金８０，０００円のうち、２，０００円を引いた残り７８，０００円が控除対象となります。 

② 所得控除により、７８，０００円×１０.２１％＝７，９６３円が所得税より控除されます。 

③ 税額控除により、６６，５００円が市・県民税より控除されます。 

④ ②所得控除分と③税額控除分をあわせて、７４，４６３円の税額が控除されることになります。 

※ 平成２６年度より所得税の限界税率に復興特別所得税率（２.１％）を乗じて得た率を加算する 

こととなりました。 

寄附金 ８０，０００円 

          

 ① 寄附金控除対象 ７８，０００円 

          

 ② 
③市・県民税の税額控除 

６６，５００円 

① ２，０００円 

適用下限額 

（寄附金控除の対象外） 

②所得税の控除額（所得控除） 

７８，０００円×１０.２１％ 

（所得税の限界税率） 

＝７，９６３円 

特例控除分 

９０％－１０.２１％＝７９.７９％  

   （所得税の限界税率） 

７８，０００円×７９.７９％ 

＝６２，２３６円 

２９３，５００円（所得割額）×２０％ 

＝５８，７００円 

５８，７００円＜６２，２３６円 

※特例控除は市・県民税所得割額の２割が限度 

基本控除分 

７８，０００円×１０％ 

＝７，８００円 

モデルケース（※ふるさと納税の場合） 


